
女性の健康づくりの取組について
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 女性の健康づくりのための施策について
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令和６年度から開始した健康日本21（第三次）の基本指針において、ライフコースアプローチを踏まえた健康づくりとして「女性の健康」を新規に
取り入れられました。女性の健康については、女性ホルモンの変化に伴い、人生の各段階において、心身の状況が劇的に変化するという特性を
踏まえ、ライフステージ毎の健康課題に対応することが重要であることから、さらなる女性の健康づくりのための施策が必要です。
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やせは、「無月経」「低出生体重児
が生まれやすくなる」「中年期での
骨粗しょう症」のリスクがあります。
若い頃からの適切な食習慣や、適
度な運動が大切です。

当市においても、全国と同様に女性は平均寿命が男性に比べて長く、
高齢になるにつれ、慢性疾患のリスクが高まることから、ライフステージ
毎に女性ホルモンの劇的な変化等を踏まえた健康づくりが必要である
と考えております。

乳がんは、40代から罹患率が
大幅に増加し、７０代でピークを
迎えます。そのため４０代からの
継続した乳がん検診の受診が大
切です。

更年期以降は、生活習慣病、骨粗
しょう症や認知症など、男性より女性
がかかりやすくなる病気があります。

『働く女性の心とからだの応援サイト』を参照し、当市で作成

子宮頸がんは、20代後半から
罹患率が増加し、40代でピーク
を迎えます。そのため20代から
の継続した子宮頸がん検診の受
診が大切です。
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「女性のやせ」にかかる啓発（広報くさつ、庁内放送）

健康推進員による啓発

HPVワクチン接種勧奨

生活習慣病予防のための支援
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 啓発を進めるために、各ライフステージごとに、

どのようなアプローチが効果的でしょうか。

 「このようなものがあったら良いな」

「これだったら女性の健康に関心のない方にも

興味を持ってもらえそう！」

と思う取組を教えてください。

ご意見をいただきたいこと
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各ライフステージで起こり得る健康課題の予防に向けて、それま

でのライフステージでの取組を繋いでいくことが重要ですが、
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